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想定外の水害頻発 どうする？治水行政 
１１月２１日：琵琶湖・淀川・大阪湾流域圏シンポジウム in 大阪  

 

摂南大学（学長：荻田喜代一）と琵琶湖・淀川・大阪湾流域圏シンポジウム実行委員会（主

催）は、治水行政に関する最近の動向や、同流域圏における舟運文化復活の可能性を考える「琵

琶湖・淀川・大阪湾流域圏シンポジウム in大阪 兼 第２２回近畿水環境交流会」（協力：学校

法人常翔学園）を開催します。 
 

【本件のポイント】 

● 近年の豪雨災害頻発に対する治水行政の動向を国土交通省が講演 

● ２０２５年大阪・関西万博が開催される夢洲への舟での交通など、同流域圏の舟運 

文化復活の可能性を考察 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     流域治水のイメージ（国土交通省）      大正 7（1918）年頃 安治川口の様子 飯塚公藤氏より提供 
 

今年の球磨川、最上川の氾濫や２０１９年の台風１９号による被害など、近年想定を超える

豪雨災害が頻発しています。このような水害に対し、国土交通省はこれまでの治水計画を見直

し、社会全体で備える水防災意識社会の再構築に加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行

う「流域治水」への転換を推進しています。本シンポジウムでは国土交通省近畿地方整備局の

豊口佳之河川部長が治水行政の最近の動向について講演します。また、飯塚公藤愛知大准教授

が、大阪・関西万博の会場となる夢洲への淀川を使った舟での交通手段が話題となるなかで、

かつては舟運が盛んであった淀川の舟運の歴史を紐解き、今後の舟運文化復活の可能性や未来

の川の在り方について解説します。 
  

１. 開催日時：２０２０年１１月２１日（土）１２：３０～１７：００ 

２. 場  所：大阪工業大学 梅田キャンパスＯＩＴ梅田タワー（大阪市北区茶屋町１-４５） 

２階 セミナー室２０３・２０４ 

３. 申込方法：以下メールアドレスに氏名・ご所属・連絡先を１１月１４日までに送信ください。 

ishida@civ.setsunan.ac.jp / 摂南大学 理工学部都市環境工学科 石田研究室内 

４. そ の 他：無料、定員１００人（先着順） 

プログラムの詳細は添付の資料をご覧ください。 
 

■内容に関するお問い合わせ先 

摂南大学 理工学部都市環境工学科 准教授 石田裕子  

TEL:072-839-9117（都市環境工学科共通準備室） 

■本件発信部署・取材のお申し込み先 

学校法人常翔学園 広報室（担当：坂上、上田）TEL:072-800-5371 携帯:090-3038-9892 



2020年

11月21日（土）

12時30分～17時

場所：大阪工業大学梅田キャンパス 2階（OIT梅田タワー）

所在地：大阪市北区茶屋町１番４５号

講演①：「治水行政に関する最近の動向」

豊口佳之氏 国土交通省近畿地方整備局 河川部長

講演②：「琵琶湖・淀川・大阪湾流域圏における近代舟運の変遷」

飯塚公藤氏 愛知大学地域政策学部 准教授

参加費：無料（メールで事前（11/14まで）に申し込みをお願いします。）※定員100名（先着順）

（淀川流域勉強会、淀川愛好会、琵琶湖・淀川流域圏連携交流会、近畿水環境交流会・河川フォーラム

実行委員会、NPO法人近畿水の塾、水辺に学ぶネットワーク、NPO法人日本水防災普及センター）

共催：摂南大学
協力：学校法人常翔学園

後援：国土交通省近畿地方整備局、（独）水資源機構関西・吉野川支社、（公財）河川財団近畿事務所、
(一社)近畿建設協会、（公財）琵琶湖・淀川水質保全機構、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、三重県、
奈良県、和歌山県、大阪市 （申請中のものを含みます。）

ポスターセッション発表参加募集中（A1サイズで2枚まで、お申込みは11月14日まで）

主催：琵琶湖・淀川・大阪湾流域圏シンポジウム実行委員会

シンポジウム㏌大阪

兼

琵琶湖・淀川・大阪湾流域圏

第22回近畿水環境交流会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用、手指の消毒をお願い致します。

入場時に検温を実施し、37.5℃以上の発熱のある方は入場をお断りさせていただきます。



【タイムスケジュール】
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14：50
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総合司会 石田裕子 （摂南大学理工学部 准教授）
ポスターセッション（流域内の様々な活動団体や研究者による発表）
開会挨拶
主催者代表 澤井健二 （実行委員長 摂南大学名誉教授）
共催者代表 川野常夫 （摂南大学 副学長）

治水： 豊口佳之氏 （国土交通省近畿地方整備局 河川部長）
休憩
文化： 飯塚公藤氏 （愛知大学地域政策学部 准教授）

休憩
総合討論： 進行 久保田洋一（NPO法人近畿水の塾）
閉会挨拶： 石中英司（NPO法人日本水防災普及センター）

【申し込み先】
〒572-8508 寝屋川市池田中町17-8

摂南大学理工学部都市環境工学科 石田研究室内

E-mail：ishida@civ.setsunan.ac.jp

氏名 （ ）

所属 （ ）

連絡先 （ ）

お申し込みは11月14日まで

趣旨

昨年の台風19号や近年の豪雨災害など
想定を超える災害が頻発しています。
このような災害に対し、国土交通省は

あらゆる関係者（国・都道府県・市町
村・企業・住民等）により流域全体で行
う「流域治水」への転換を掲げています。
そこで、治水行政に関する最近の動向

について、また、当該流域圏における舟
運の歴史や今後の舟運文化復活の可能性
について講演していただきます。

飯塚公藤氏より提供

この催しは公益財団法人
河川財団による河川基金
の助成を受けています

大正7（1918）年頃 安治川口の様子


